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答申書（案） 

 

 

  第 2 期 JP ド メ イ ン 名 諮 問 委 員 会 委 員 の 選 任 方 法 に つ い て の 諮 問 書

(JPRS-ADV-2002003)について、答申致します。 

 

 

主文 

 

    JP ドメイン名諮問委員会第 2 期委員は、現委員が選任された第 1 期と同じ下記

各号の団体等より 1 名ずつ、当委員会が推薦を行うものとする。 

 

  (1)JPNIC、(2)JP ドメイン名指定事業者、(3)インターネットサービスプロバイダ、 

  (4)一般企業、(5)学識経験者、(6)インターネットユーザ 

 

 

理由 

 

    JP ドメイン名諮問委員会第 1 期委員は、社団法人日本ネットワークインフォメー

ションセンター（以下「JPNIC」）理事会より、(1)JPNIC、(2)JP ドメイン名指定事業者、

(3)インターネットサービスプロバイダ、(4)一般企業、(5)学識経験者、(6)インターネット

ユーザの各団体・分野ごとに推薦を受け、株式会社日本レジストリサービスによって

任命された。 

 

    上記各団体等からの選任については、次期委員の選任時期にあたる 2003 年 3

月末時点においても、JP ドメイン名登録管理業務の公平性および中立性の実現とい

う当委員会の趣旨に鑑み、依然妥当であり、次期委員も引き続き上記の 6 つの団体

等より各 1 名ずつ選任されることが望ましいと考える。また、当委員会の自主性を高

めることを考慮し、次期委員の推薦は、JPNIC からではなく、当委員会が行うのが妥

当である。 

               

以上 


